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(主要目〉客船、東洋郵船所属、 ,004総 トン、主

機ディーゼル 2基、 2軸 、出力8′500馬力、最高速力

8ノット、旅客定員470人、936年英国ハーランド&

ウルフ造船所建造、前名力ニンブラ KAN MBLA

おりえんたる

くいん
第 2次 大戦中は日本船と砲火を交え、
戦後は日本のクルーズ客船となる。
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ク
ル
ー
ズ
時
代

へ
の
布
石
と
な

っ
た
船

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
は
衰
華
ク
ル
ー
ズ
客
船

「
ふ
じ
丸
」
が
デ
ビ

ュ
ー
し
た
年
で
あ
り
、
″
ク
ル
ー

ズ
元
年
ク
と
い
わ
れ
た
。
続
い
て
昨
年
は

「
ク
リ
ス

タ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
「
に
っ
ぼ
ん
丸
」
な
ど
が
誕
生
、

今
年
の
秋
に
は

「飛
鳥
」
が
竣
工
し
、　
一
昨
年
来
の

ク
ル
ー
ズ
午
船
の
新
造
ラ
ッ
シ
ュ
が

一
段
落
す
る
。

こ
れ
ら
の
新
鋭
客
船
た
ち
の
活
腰
に
よ
り
、
ク
ル
ー

ズ
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
日
本
人
が
増
え
つ
つ
あ
る
の

は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。

こ
う
し
た
ク
ル
ー
ズ
客
船
時
代

へ
の
始
動
に
至
る

ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
確
か
に
い
え
る
こ
と

は
、
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
合
一代
目
、
引
退
）
「新
さ
く
ら

丸
」
「
コ
ー
ラ
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
（引
退
）
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
先
警
客
船
の
研
修
ク
ル
ー
ズ
を
中
心
と

し
た
運
航
努
力
が
、
現
況
の
ベ
ー
ス
と
な
り
布
石
と

な
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
ク
ル
ー
ズ
時
代

へ
の
布
石
と
な
っ
た

先
輩
客
船
で
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
異
色
の
船

が
も
う

一
隻
い
る
。
東
洋
郵
船
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
お

り
え
ん
た
る
く
い
ん
」
で
あ
る
。

「
お
り
え
ん
た
る
く
い
ん
」
の
前
身
は
豪
州
客
船
「
カ

ニ
ン
ブ
ラ
」
で
、　
一
九
六

一

（昭
和
三
十
六
）
年
に

東
洋
郵
船
が
こ
れ
を
買
取
り
、
神
戸
の
川
崎
重
工
で

イ
ス
ラ
ム
巡
礼
船
に
改
装
し
た
も
の
で
あ
る
。
巡
礼
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シ
ー
ズ
ン
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
ジ

ッ
ダ

ヘ
運
ん
で
大
儲
け
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
同
社

の
も
く
ろ
み
で
あ
っ
た
。
東
洋
郵
船
と
い
う
会
社
は
、

何
か
と
話
題
の
多
い
憤
井
英
樹
氏
が
設
立
し
た
船
会

社
で
あ
り
、
引
揚
船
で
有
名
な

「興
安
丸
」
を
持
ち

船
と
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

東
洋
郵
船
は
初
め
、
彼
女
を
パ
ナ
マ
籍
船
と
し
て

運
航
し
た
が
、　
一
九
六
四

（昭
和
三
十
九
）
年
に
、

折
か
ら
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
海
外
渡
航
自
由
化

を
当
て
込
ん
で
同
社
が
購
入
、
再
び
川
崎
重
工
で
ク

ル
ー
ズ
客
船
に
復
旧
の
う
え
、
日
本
十
一景
州
間
の
ク

ル
ー
ズ
に
投
入
し
た
。
こ
の
年
の
秋
に
開
催
さ
れ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
は
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
の
観
光
客
四
百
人
を
乗
せ
て
東
京
の
晴
海

に
入
港
し
ホ
テ
ル
シ
ッ
プ
と
な
っ
た
が
、
彼
女
の
ク

ル
ー
ズ
客
船
と
し
て
の
船
歴
の
う
え
で
、
こ
の
と
き

が
最
も
華
や
か
な
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

豪
州
最
大

の
客
船

と
し
て
誕
生

「
お
り
え
ん
た
る
く
い
ん
」
は
、
マ
ッ
キ
レ
イ
ス
・

マ
ッ
キ
ー
カ
ー
ン
社
の
一象
州
沿
岸
航
路
客
船

「
カ
ニ

ン
ブ
ラ
」
と
し
て
、　
一
九
三
六

（昭
和
十

一
）
年
に

老
舗
造
船
所
の
ハ
ー
ラ
ン
ド
＆
ウ
ル
フ
造
船
所
で
誕

生
し
た
。
マ
ッ
キ
レ
イ
ス
・
マ
ッ
キ
ー
カ
ー
ン
社
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
二
人
の
実
業
家

マ
ッ
キ
レ

イ
ス
氏
と
マ
ッ
キ
ー
カ
ー
ン
氏
が

一
八
七
五

（明
治

八
）
年
に
創
業
し
た
船
会
社
で
、
本
拠
を
メ
ル
ボ
ル

ン
に
置
き
、
欧
一民
間
の
移
民

・
貨
物
運
搬
と
一象
州
沿

岸
の
貨
客
輸
送
で
成
功
を
お
さ
め
た
。

今
世
紀
の
初
め
に
同
社
は
、
七
千
総
ト
ン
を
超
え

る
一景
州
初
の
客
船

「
カ
ル
ー
ラ
」
を
シ
ド
ニ
ー
ー
フ

リ
マ
ン
ト
ル
間
に
新
造
投
入
し
、
各
社
が
競
合
す
る

一象
州
水
域
に
お
け
る
主
導
権
を
に
ぎ
っ
た
。
「
カ
ル
ー

ラ
」
は
、　
ハ
ー
ラ
ン
ド
＆
ウ
ル
フ
造
船
所
で
建
造
さ

れ
た
優
秀
客
船
で
あ
り
、
二
十
七
年
間
に
わ
た
り
無

事
、
沿
岸
航
路
サ
ー
ビ
ス
を
つ
と
め
上
げ
た
。

「
お
り
え
ん
た
る
く
い
ん
」
の
前
身

「
カ
エ
ン
ブ
ラ
」

は
、
こ
の

「
カ
ル
ー
ラ
」
の
代
替
船
と
し
て
計
画
さ

れ
た
豪
州
最
大
の
豪
華
客
船
で
あ
る
。
と
同
時
に
、

大
戦
後
の
フ
ェ
リ
ー
を
除
け
ば
豪
州
沿
岸
航
路
客
船

史
上
、
最
後
の
新
造
客
船
で
も
あ
っ
た
。　
一
九
二
六

年
六
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
同
船
は
、
夏
季
は
ン
ド
ニ

ー
ー
フ
リ
マ
ン
ト
ル
間
、
冬
季
は
メ
ル
ボ
ル
ン
ー
ケ

ア
ン
ズ
間
に
就
航
し
、第
二
次
大
戦
ま
で
の
三
年
間
、

高
太
平
洋
の
女
王
と
し
て
君
臨
し
た
。

仮
装
巡
洋
艦

「報
国
丸
」
と
交
戦

第
二
次
大
戦
の
開
戦
ニ
カ
月
後

「カ
エ
ン
ブ
ラ
」

は
、
英
国
海
軍
に
徴
用
さ
れ
仮
装
巡
洋
艦
に
変
身
し

た
。
甲
板
上
に
は
十
五
・
ニ
サ
ン
チ
単
装
砲
六
基
、

七

・
六
サ
ン
チ
連
装
高
角
砲

一
基
が
並
び
、
南
大
平

洋
の
女
二
の
麗
姿
は

一
転
し
て
、
ね
ず
み
色
塗
装
の

軍
服
姿
に
変
わ
っ
た
。
姿
は
武
骨
だ
が
、
「カ
エ
ン
ブ

ラ
」
の
盛
名
が
最
も
上
が
っ
た
の
は
、
皮
肉
な
こ
と

に
、
こ
の
大
戦
中
の
軍
賦
時
代
で
あ
っ
た
。

仮
装
巡
洋
艦

「
カ
エ
ン
ブ
ラ
」
は
最
初
は
中
国
方

面
艦
隊
に
、
次
い
で
東
イ
ン
ド
艦
隊
に
配
属
さ
れ
、

南
西
太
平
洋
か
ら
イ
ン
ド
洋
を
舞
台
に
、
パ
ト
ロ
ー

ル
や
船
団
護
衛
な
ど
で
活
躍
し
た
。　
一
九
四

一

（昭

和
十
六
）
年
の
ベ
ル
シ
ャ
湾
の
バ
ン
グ
ル
シ
ャ
プ
ー

占
領
作
戦
で
は
旗
艦
を
つ
と
め
、
翌
年
秋
に
は
イ
ン

ド
洋
で
、
仮
装
巡
洋
艦
と
し
て
作
戦
中
の
大
阪
商
船

の
貨
客
船

「報
国
丸
」
「愛
国
丸
」
と
遭
通
し
た
連
合

軍
艦
船
を
支
援
す
る
た
め
、
フ
リ
マ
ン
ト
ル
を
出
撃

し
両
船
と
砲
火
を
交
え
た
。
こ
の
戦
闘
で
「報
国
丸
」

は
肇
沈
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で

一
九
四
三

（昭
和
十
八
）
年
に
は
兵
員
揚

陸
艦
に
改
装
さ
れ
、　
ニ
ュ
ー
ギ
エ
ア
、
レ
イ
テ
島
、

リ
ン
ガ
エ
ン
湾
、
ブ
ル
ネ
イ
、
バ
リ
ク
パ
パ
ン
な
ど

太
平
洋
の
主
要
な
上
陸
作
戦
に
参
加
し
た
。
戦
後
も

一彙
州
政
府
に
よ
る
徴
用
が
続
き
、
本
来
の
一象
州
沿
岸

航
路
に
復
帰
し
た
の
は

一
九
五
〇

（昭
和
二
十
五
）

年
の
暮
れ
の
こ
と
。
以
来
、
東
洋
郵
船
に
身
売
り
す

る
ま
で
十

一
年
間
、
一象
州
客
船
隊
の
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ

と
し
て
稼
働
し
、
豪
州
の
人
た
ち
に
最
も
馴
染
み
深

い
客
船
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
戦
中
は
日
本
船
と
戦
い
、
戦
後
は
日
本
の
ク
ル

ー
ズ
客
船
と
な
っ
た
こ
の
因
縁
の
船
は
、　
一
九
七
三

（昭
和
四
十
八
）
年
に
引
退
し
、
横
須
賀
で
係
船
の

後
、
台
湾
で
解
体
さ
れ
た
。

山
口
　
廻
生
　
観


